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対象は、形態が FO~Flの食道静脈癌に対し、内視鏡的硬化療法を行った 201 例(治療回数 510 回)であ
る。オリンパス社製斜め爪付き透明フード(MAJ 295/6) を装着した 9 例(治療回数 257 回)を「フード
群J、フードを用いなかった 102 例(治療回数 253 回)を「通常群」と定義し、 2 群聞で硬化剤の静脈癌内注
入成功率、供血路造影率、静脈癌消失率、累積再発率、有害事象発生率を後方視的に比較検討した。な
お、静脈癌内注入成功率は治療回毎、供血路造影率、静脈癌消失率は症例毎での検討を行った。累積




73.9% (1 90/257) 、通常群 57.% (1 46/253) とフード群で、有意に高率で、あった (p<O.0 1)。供血路造影率は、
ブ}ド群 89.%(/) 、通常群 72.5% (74/102) とフ}ド群で、有意に高率であった (p<O.l) 。効果判定が
可能で、あった 18 例での静脈癌消失率は、フード群 75.% (72/95) 、通常群 79.6 弘(74/93) と両群聞で有
意差を認めなかった。累積再発率は、フード群で、有意に低率で、あった (p く 0.1) 。重篤な有害事象は両群
において認めなかった。
【結論]
透明フードを用いた内視鏡的食道静脈癌硬化療法は、供血路までの硬化剤注入を容易にし、静脈癌の再
発抑制に寄与し得ると考えられた。
